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茶
の
水
浸
出
液
の
土
填
微
生
物
に
及
ぼ
す
影
響

農
車
一
-
博
生

辻桜

控f

新

夫

ι坑

彦

言

茶
の
浸
出
液
中
の
成
分
は
茶
の
種
類
に
依
り
叉
浸
出
の
際
の
温
度
、
時
間
等
に
よ
り
其
量
を
困
掃
に
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
‘
ヱ
グ
l

、J
民
。
の
分
析
例
に
依
h

り
同
形
物
中
の
熱
水
可
博
成
分
毎
各
共
物
質
の
金
量
に
劃
す
る
比
率
を
以
て
示
せ
ば
央
の
如
〈
で
あ
る
。

粗

蛋

白

H旨1111 燐

油E見酸

同
O
M

一O
O
d
m

テ
「
イ
シ

一O
O
M

タ
シ
ュ
シ

一O
O
%

七
六
必

石

五
% 

友

一O
M

以
上
の
如
く
茶
の
特
異
成
分
ー
と
し
て
含
有
せ
ら
れ
る
テ
イ
シ
及
び
タ
シ
ュ
ン
は
殆
ど
全
部
が
抽
向
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
茶
の
水
僅
向
械
の
.

一
般
作
物
と
呉
る
作
用
を
一
不
す
と
す
れ
ば
主
と
し
て
之
等
特
異
成
分
に
よ
る
差
異
と
考
へ
る
ぺ
き
で
あ

微
生
物
に
劃
す
る
影
響
に
於
て
、

茶
の
微
生
物
園
字
的
研
究
(
第
二
報
)
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七



茶
の
微
生
物
事
前
研
究
(
努
二
銀
)

一λλ

る
暗

、，J

而
し
て
タ
ン
ユ
シ
及
び
テ
4
ン
の
微
生
物
に
針
す
る
影
響
に
就
て
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
結
巣
を
見
れ
ば

zbz-z氏
等
。
は
ニ
!
五
d
m

の
浪
度
に
タ
シ
-
一
ン
会
加
へ
た
る
も
の
は
何
回

-
g
F
何
σ-qMME
等
の
細
菌
に
封
し
殺
菌
的
効
附
取
を
有
し
な
い
が
、
一

O
l二
O
U刊
に
至
れ
ば

、，J
、，J

二
四
時
間
以
内
に
死
滅
せ
し
む
る
事
令
報
告
し
て
居
る
。
又
テ
イ
ン
の
作
用
に
就
て
は

z
g
E
E
C
E
氏
等
性
げ
は

0
・
五
%
の
濃
度
に
て

〉
名
・
口
問
的
帽
同
は
生
育
を
抑
制
せ
ら
・る
L
も
、
酵
母
に
劃
し
て
は

0
・
二
五
%
よ
り
一
%
迄
増
加
す
る
に
従
ひ
繁
殖
を
促
進
せ
し
め
る
事
を
認

め
て
ゐ
る
。

、ノ旬。

叉
茶
其
も
の
L
作
用
に
就
て
は
岸
岡
氏
(
は
コ
レ
ラ
、
ヲ
プ
ス
其
他
の
菌
の
護
育
を
阻
止
す
る
作
用
を
有
v
箕
能
力
は
タ
ン
ユ
ン
及
び
テ

FD 

4
ン
等
の
物
質
の
存
在
に
依
る
も
の
な
ら
ん
と
逮
ぺ
、
又
松
本
氏
等
え
は
茶
の
種
類
に
就
て
烏
龍
茶
は
内
地
底
茶
よ
り
も
強
・
9
殺
菌
カ
を
有

ず
る
も
、
紅
茶
は
内
地
産
茶
よ
り
も
弱
く
、
其
の
殺
菌
力
は
略
タ
シ
ュ
ン
合
量
と
平
行
す
る
事
を
報
告
し
て
ゐ
る
。

以
上
敷
輯
の
研
究
結
果
よ
り
種
類
に
よ
り
抵
抗
性
に
来
具
は
あ
る
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
.
茶
は
其
置
に
依
つ
て
は
微
生
物
の
生
育
を
抑

制
す
る
作
則
を
有
す
る
事
を
認
め
る
事
が
出
来
る
。
著
者
等
は
之
等
の
黙
よ
り
、
茶
闘
の
茶
葉
の
土
壌
微
生
物
に
到
す
る
影
響
を
調
茶
せ
ん

と
す
る
目
的
よ
り
叉
同
事
に
近
時
行
ひ
っ
h

あ
る
茶
よ
り
分
続
せ
る
微
生
物
の
研
究
に
於
て
、
タ
シ
ュ
ン
等
の
物
質
に
劃
す
る
抵
抗
性
を
測

定
せ
ん
と
す
る
際
の
封
照
と
し
て
各
種
茶
白
熱
水
浸
出
液
及
び
冷
水
浸
出
液
の
土
壊
微
生
物
に
到
す
る
影
響
に
就
て
貰
験
を
行
っ
た
。

以
下
に
其
結
果
を
報
告
す
・
る
世
帯
と
す
る
。

質

験

之

部

試
験
に
用
ひ
た
右
茶
は
玉
館
、
リ
M
茶
、
紅
茶
及
び
番
茶
の
同
種
内
何
れ
も
市
販
口
聞
や
用
ひ
た
v

で
あ
っ
て
之
等
の
熱
水
及
び
冷
水
浸
出
液



を
作
り
五
係
、

一
O
M、
二
O
%
の
割
合
に
培
養
基
に
加
へ
枯
草
菌
、
ア
ゾ
ト
パ
ク
タ
l
、
昨
母
及
び
ア
ス

ペ
ル
ヂ
ラ
ス

・
ユ
ガ
l
等
b
I
塘

養
し
て
其
影
響
を
調
革
し
、
叉
共
際
浸
出
液
中
の
タ
シ
エ
シ
及
び
テ
イ
ン
含
量
を
定
量
し
て
参
考
に
供
し
た
。

-
、
誌

蟻

法

茶
の
浸
出
液
の
調
製
法

.
熱
水
浸
出
液
は
玉
露
v

前
…
茶
・
紅
茶
及
び
呑
茶
共
に
一
封

一
O
の
割
合
に
水
を
加
へ
て
湯
煎
鍋
上
に
一
時
間
加
仙
閉
山
し
た
る
後
、
布
を
以
て

活
過
し
、
更
に
之
令
遠
心
分
蝶
器
に
か
け
て
清
清
液
そ
得
た
。
冷
水
浸
出
液
は
同
様
に
一
一
封
一

0
0割
合
に
水
を
加
へ
一
一
時
間
常
温
に
振
漫

し
て
布
に
て
鴻
過
し
更
に
漣
心
分
般
器
に
か
け
て
浸
出
液
を
調
製
し
た
。

培
養
強
の
調
製
法

枯
草
菌
〈
回
世
n
E
5
2
Z
E
3
に
封
し
て
は
肉
汁
ペ
プ
ト
ン
寒
天
位
、
ア
グ
ト
，
n
タ
タ
I

、Bノ

シ
チ
ピ
1
氏
世
帯
天
加
用
培
養
基
。
、
酵
母
(
ω
R
n
Z
E
B
ヨ2
3
5
4四回目脚
mvは
ラ
ウ
レ
ン
ト
民
寒
天
加
用
培
養
基
、
ア
ス
ペ
ル
ヂ
ラ
・ス
、
キ
ガ

l
(
〉
名
m
a
E
g
回
目
官
与
に
は
チ
ヤ
ペ
ツ
ク
氏
寒
天
培
養
基
但
を
用
ひ
た
。
ラ
ウ
レ
ン
ト
氏
培
養
基
の
成
分
を
示
せ
ば
失
の
知
〈
で
あ
る
.

硫
酸
ア
ム
モ
-
一
ヤ

(
〉

N
o
g
v
R骨骨
H
n
V
H
g
n
a
g
g
v
に
は
ア

四
・七一

g

硫-

酸

苦

土

0
・一

g

酸
性
燐
酸
加
恩

0
・
七
五
g

2毎

芽

掛

五
0

・o
g

寒

天

一
五
・

o
g

議…

一
o
u
w及
び
二
O
U
W
の
割
合
に
加
へ
て
平
常
現
皮
に
な
る
様
に
調

溜

7]( 

一O
O
O
m

之
等
内
一
各
培
養
基
に
上
速
の
如
く
し
て
得
た
る
茶
の
浸
出
液
を
五
係
、

茶
の
微
生
物
撃
的
研
究
(
第
二
報
〉
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茶
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一
丸

Q

製
し
た
。

使
用
し
た
る
各
菌
種
は
何
れ
も
営
研
究
室
に
保
存
せ
る
も
の
で
あ
る
。

グ
シ
-
-
v
J

の
定
量
法

リ
シ
ド
及
ス
ミ
ス
民
法
を
採
用
し
た
も
の
で
大
略
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

試
液
丘
町
ぞ
取
り
イ
ン
ヂ
ゴ
カ
ル
ミ
シ
の
五
%
博
液
一

O
氏
、
二

O
u
w硫
酸
溶
液
五
町
、
及
び
蒸
溜
水
約
三

0
0
白
を
加
へ
海
め
疋
確
に

調
製
せ
る
一

0
4
n
o
一
規
定
の
過
マ
ン
ガ
ン
酸
加
盟
を
以
て
滴
定
す
。
別
に
同
試
液
一

O
∞
に
蒸
溜
水
三
り

α
を
加
で
之
に
一

g
の
カ
ゼ

4
シ
(
精
製
カ
ゼ
イ
ン
を
更
に
数
日
間
エ
ー
テ
ル
に
て
股
脂
せ
る
も
の
v
を
加
へ
て
一
五
分
間
振
麗
せ
る
後
遁
心
分
媛
器
に
掛
け
て
清
濁
液

を
分
輔
障
す
。
更
に
此
の
液
に
一

g
の
カ
ゼ
イ
ン
を
加
へ
て
振
輩
、
遠
心
分
厳
令
繰
返
し
充
分
タ
シ
ュ
ン
を
除
き
た
る
後
、
清
澄
液
二

O
目
に

一
O
白
の
一

(
U
d
W
4
ン
ヂ
ゴ
カ
ル
ミ
ン
溶
液
及
び
五
自
の
二

O
M
硫
酸
溶
液
を
加
へ
て
一

O
分
の
一
規
定
過
マ
ン
ガ
ン
酸
加
盟
に
て
滴
定

す
。
確
酸
の
一
瓦
は

0
・
四
六
四
八
瓦
の
(
ガ
ロ
V

タ
シ
旦
シ
に
相
官
す
る
が
故
に
過
マ
シ
ガ
シ
酸
加
里
に
よ
る
前
後
の
滴
定
数
の
義
よ
り
タ

シ
品
ン
の
量
を
算
出
せ
り
。

テ
イ
ン
の
定
量
法

定
法
に
よ
り
行
っ
た
の
で
あ
る
が
大
略
を
示
せ
ば
失
の
如
く
で
あ
る
。

試
液
二

O
伐
を
取
り
蒸
溜
水
を
加
へ
て
稀
稗
せ
る
後
五
目
の
飽
和
軍
基
性
酷
酸
鉛
そ
加
へ
会
液
そ
二
五
氏
に
捕
し
諸
過
す
。
漉
液
に
硫
化

水
素
を
通
じ
て
過
剰
の
鉛
を
沈
諏
せ
し
め
描
別
し
泌
液
一
二
五

α
を
取
っ
て
蒸
費
乾
問
し
硫
化
水
素
を
燕
寝
せ
し
む
。

乾
問
せ
る
碕
潰
は
少
量
の
楽
潟
水
に
溶
解
し
含
有
せ
ら
れ
る
テ
4
シ
を
ク
目
、
ホ
ル
ム
を
以
て
五
同
抽
出
し
、
タ
ロ
、
.
ホ
ル
ぬ
は
集
め
て



蒸
蜜
し
現
存
せ
る
テ
イ
シ
を
一

O
O℃に一一一
0
分
間
恒
重
に
亙
る
迄
乾
憶
し
て
秤
量
す
む

=、測
定

結

果

枯
草
菌
に
就
て
行
ひ
た
る
結
果
を
示
せ
ば
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
の
試
験
に
於
て
は
茶
の
浸
出
液
を
肉
汁
ペ
プ
ト
ン
培
養
基
に
添
加
せ
る
後
に
其
内
の
可
溶
吠
態
の
タ
ン
ユ
シ
の
含
量
に
就
て
は
測
定

加
へ
た
る
茶
皮
肉
液
中
の
タ
ン
ニ
ン

0
・
一
五
阿
六
g

し
た
か
う
た
の
で
あ
る
が
、

タ
ン
ユ
シ
は
蛋
白
質
と
結
合
し
て
沈
澱
す
る
が
故
に
以
上
の
際
に
於
て
も
タ
シ
ュ
ン
の
濃
度
は
多
少
減
少
せ
ら

れ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
此
の
程
度
を
強
知
す
る
矯
に
別
に
肉
汁
ペ
プ
ト
ン
培
養
液
に
前
菜
の
浸
州
液
令
二
o
u
w
の
割
合
に
加
へ
た
る
後

沼
過
し
タ
シ
-
一
ン
を
定
量
せ
る
結
果
を
示
せ
ば
失
の
如
〈
で
あ
る
。

培
養
落
に
現
存
せ
る
タ
シ
ュ
ン

0

・

卸
ち
比
較
的
少
量
で
あ
る
が
減
少
せ
る
事
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
第
一
表
中

ω
タ
シ
ュ
ン
4
n
有
量
は
質
際
培
養
基
中
の
最
よ
り
も
秘
多

茶
の
微
生
物
園
事
的
研
究
(
第
二
報
〉

九

い
語
で
あ
る
。

第
一
衰
の
結
果
に
就
て
見
れ
ば
熱
水
浸
出
液
t
T
二
O
U
W加
へ
た
る
も
の
は
何
れ
も
全
く
生
育
し
た
い
。

五
係
が
最
も
良
好
友
生
育
を
一
不
し
煎
茶
の
場
合
を
除
け
ば
標
準
と
同
等
若
し
く
は
少
し
く
優
う
て
ゐ
る
e

冷
水
浸
出
液
の
影
響
は
可
業
の
ニ
o
u
w
を
除
き
何
れ
も
生
育
す
る
が
、
二

O
d
m加
へ
た
る
も
の
設
も
謡
く
、
一

O
Mは
五
%
と
大
蝿
同
様

一
(Uuw
は
僅
か
に
生
育
す
る
も
.

で
あ
る
が
、
五
uw
及
び
一

o
u
n
の
生
育
は
標
準
と
同
等
若
し
く
は
少
し
使
っ
て
ゐ
る
。
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11. 

拍車|的に及』ます影響

問U1話路一l院喜言語制|テイ Y /茶名及 含有量 1-，)一日ーしZ一 白 !_1.!_13_→
蜘 C 出)
;鐙主主中、瓦

標 一++++州 ++1+++榊

玉露 熱浸出水液 5ソ0匂' 0.0143 O.∞90 ++ 1# +++ H+ +++ +++ 
10% 0.0286 0.0180 1 + + ++ + +++ ++ 
20~6 O.出刃 0.0袋お 一一 ー一 一一

同 冷浸出水液 5% O.α)84 O.α万2 ++ ++ 掛++ +++ +++ 
10% 0.0168 0.0144 ++ ++ -H+ ++ +++ +++ 
20% O.α邸! 0.(沼田 +一 + + +++朴

煎茶 熱浸出水液 5% 0.0306 0.0100 I + + + + +++件
10% 0.0613 0.Q2C氾 ，+ー +一 +ー

却I，.~ 0.1227 0.04∞一一 一ー 一一
. 

ー同 浸冷出液水 594 0.0154 O.∞45 Iω 州 +++ +++ 柵+ lI!十
10% 0.0308 oα冶O lII+ flt+ flt+ lI!+ lI!+柵+

20% 0.0017 0.01釦 ー一 一一 一 ・+

同上の標燈 一 一 仲村 付+1# i掛lI!+

番茶 熱浸出水液 5予4 0.0176 +++ +++ +++ +++ 
1Q!1' O.国52 0.00ω+  + ++ + +++ ++ 
加ヲ4 0.0穴M 0.01回一一 一一 一ー

番茶 浸冷出水液 5% O.∞48 O.αぉ，21 lI!+柵 lI!+州+ lI!+柵+
10% 0.0096 0.0124 lI!+ flt+ lI!+ 1I世 lI!+ lI!+ 

却'6 0.0192 0.0248 + + -H+ ++ ffi 掛

向上標僧 一 一 1++特 +++ +++ 1I世lHt

紅茶 熱浸出水液 5J6 ノ 0.0155 0・蜘 l件付 f+f ..... +++榊
10~， O.回11 0.01槌 'ーー + + ++ + 
20~' O.償却 O.回36 一一 一一 一一

同 浸冷出水液 5% Q.∞46 O.∞44 ++ ++ ω++ +++ +++ 
1D!1' oα193 0.0αm ++ ++ f+f ++ ffi +++ 
i 2D~~ 0.0187 0.0176 I ++ ++ ++ ++ ++榊

第」表

表中煎茶及v;番茶の冷水浸出液による試厳は他のものと日を異にして行ひ

たる般に之に射する標獲を附した。

〈遊〉



茶
の
種
頬
に
就
て
は
抽
閉
山
次
及
び
冷
水
浸
出
液
共
に
煎
茶
が
較
も
繁
殖
e
T抑
制
す
る
如
〈
他
は
ふ
へ
暢
大
撃
が
認
め
ら
れ
な
い
。

熱
水
浸
問
液
と
冷
水
進
出
演
を
比
較
す
れ
ば
、
冷
水
浸
出
液
を
加
へ
た
も
の
は
常
に
良
好
た
る
生
育
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
は
主
と
し
て
タ

シ
ュ
ン
及
び
テ
イ
シ
の
含
量
の
義
に
基
く
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

タ
シ
品
シ
含
量
に
就
て
見
れ
ば
生
宙
開
te
一
不
さ
む
る
設
小
限
度
は
干

0
0
0は
の
培
養
基
中
0
・
0
五
七
E
8
で
あ
っ

τ。
・
0
一5
8
以
上
に

な
る
と
生
宙
開
が
寄
せ
ら
れ
る
嫌
で
あ
る
・

テ
イ
ン
含
量
は
↓
へ
鞄
タ
ン
-
一
シ
含
量
と
平
行
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
生
育
を
一
不
さ
ピ
る
最
小
限
度
は
番
茶
熱
水
浸
出
液
を
ニ
o
u
w加
へ

た
る
も
の

L
0・
0
一
六

g
で
あ
る
が
、
玉
露
の
熱
水
浸
出
液
の
一

o
u
w
加
へ
た
る
も
の
、

0
・
0
一
八

g
及
び
祷
茶
冷
水
浸
出
液
を
こ
o
u
n

加
へ
た
る
も
の
、

0
・
0
ご
冗
8
で
も
共
に
生
育
し
て
ゐ
る
・
此
の
結
巣
よ
り
見
れ
ば
生
育
に
封
し
て
は
テ
イ
シ
よ
り
も
タ
シ
早
ン
に
よ
る

影
響
が
詳
し
き
も
の
と
考
?
句
れ
る
。

戸

J

ア
ゾ
ト
パ
タ
タ
ー
に
封
ず
る
影
響

ア
グ
ト
パ
ク
タ
ー
に
就
て
行
へ
る
結
果
を
示
せ
ば
第
一
一
去
の
如
く
で
あ
る
。

第
二
表
に
就
て
見
る
に
何
れ
の
茶
に
於
て
も
熱
水
及
び
冷
水
皆
同
措
恨
の
五
d
w
を
加
へ
た
る
も
の
は
全
く
生
育
し
な
い
。

熱
水
浸
向
液
の
生
育
に
封
す
る
影
響
に
就
て
見
れ
ば
玉
露
の

-
d
m加
へ
た
も
の
は
大
関
標
準
と
同
程
度
の
生
育
空
手
が
、
二
%
に
歪
れ

ば
と
れ
去
り
少
し
く
劣
っ
て
ゐ
る
。

政
茶
の
み
は
二
%
の
場
合
も
生
育
せ
歩
、
脅
茶
及
び
紅
茶
は
生
育
は
示
す
も
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
・
色
素
は
標
準
に
於
て
は
全
く
生
成
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
浸
出
液
を
加
へ
た
る
も
の
に
於
て
は
何
れ
も
生
成
さ
れ
其
量
が
増
加
さ
れ
る
に
綻
び
色
素
の
量
S
増
加
す
る
如

茶
の
微
生
物
事
的
研
究
〔
第
二
報
)

札



茶
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|-量
一
日
一
色
生
一

一7
一
育
一

敏
一
戸
生
↑

一
『
素
成
一

日
-
日
一
色
生
一

査
一4
{
4
1

一

;

1
1
1
1
1川
Z
4
1
一

調
一

『
案
成
一

一1
一

色

生

一

干
E
h

一

↑:
-
育

+

F

，
生

y
g培
瓦

一

-

1

2

5

イ
有

ω
…肌一

-
m
m
m
m
m

A
U
V

官
型

-

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

テ
含

ω麓

ア

ll
v
Al一

、ls''
一

一
シ
量
培
一
札

一

-

ゆ

9

2

2

4

ム
有
旧
跡

一

一

川

淵

川

淵

澗

瓜

『

J

z

n

u

，‘
n

u

r

、
r
‘
nuv

夕
食
日
韓
Z

1

1

液

震
出

用

浸

加

第二表

茶名及浸出法

ナゾトパタターに及'iす彫響

L一一一←

m -

++ tff 

4純一

++ + 

++一

+ ++ 1% 

2ラ4

5% 

治

勲水
浸出液

標

玉露

++ + 

++ 川耐

十+

H tff ++ + 1% 

2% 

冷水
浸出液同

tff 付++ + m ++ 
5% 

0.0134 

0.0282 

296 熱水
浸出液

煎茶

++ 川

m+一

0.0220 

O.∞18 I +ー
O.αJEO 

O.αl62 

5% 

2% 
冷水
浸出液同

++ 川市+ー

tt tt十++ tff 

i+ ++ +ー

ffi + tff + 

一

+

一

一

"
r
《

U

r

D

n

u

n
値

Y
E
U
n
H
d
内

4

側

m
m
w
m
m
m
m

内

u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

0.0199 も%

熱水
浸出液 +一O.C071 

0.01S5 

2% 

5% /0  

番茶

冷水
浸出液 ++ + 0.C019 

O.∞95 
2号4

5% 

同

2% 

5% 

熱水
浸出液

紅茶 O.α)56 

0.0167 

冷水
浸血液 ++ 0.0∞3 

O.αlE5 

2予4

5% 

同

一
九
四

る
〈
で
あ
る
。
ア
ダ
・
ト
バ
ク
タ
ー

ト品と

り

切
の
色
素
は
紫
外
蝕
共
他
れ
に
よ

蜘
り
生
成
せ
ら
る
L
事
が
報
告
さ

を鵬
れ
て
ゐ
る
が
、
以
上
の
結
果
よ

附
ー
り
茶
中
の
タ
ン

ユ
ン
及
び
テ
イ

闘
方+ゐ叫
ン
等
も
原
閃
と
な
り
得
る
も
の

切
と
考
へ
ら
れ
る
。

側
冷
水
浸
出
液
は
玉
訴
に
於
て

船

一
%
加
へ
た
る
も
の
が
最
も
よ

の初
く
こ

μは
鞘
劣
っ
て
ゐ
る
。
而

掛

し

て

誌

の

茶

に

於

て

も

夏

川
を
除
き
二
d
p
加
へ
た
る
も
の
は

イ向
山
略
標
準
冒
と
同
程
度
の
生
育
を
一
本

及ザ
し
て
ゐ
る
・
色
講
生
成
は
何
れ

シタ
も
標
準
よ
り
著
し
い
。

註

給
水
浸
出
液
を
加
へ
た
る
も



酵母 i乙及 lきず影響
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日

日
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…法l露目霊I揺J!(話ij
++ 
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州

柵

川

市

掛

川

相

州

側

川

相

川

附

搬

++ 
川

m

H
廿

榊

川

市

掛

川

愉

附

柑

村

山

閉

山

情

山

m

付

加

市

川

市

++ 
村

山

相

柵

一一ω慨
5% 

10.% 

20% 

冷水
浸出液同
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++ 
掛

川

相

川

愉

+ 
村

山

相

川

市

+ 

tI+ 

tI+ 

四

仰

附

0.0199 

0.03!氾

0.0'796 

%
%
M
F
 

5ω
釦

熱水
浸出液

標

玉露

H
廿

川

閉

山

愉

H
廿

掛

川

畑

村

山

附

川

附

付

加

閉

山

市

仲

村

川

竹

件

付

制

0.0102 

0.0205 

0.0410 

明

附

m

n
u
n
u
n
u
 

%

%

%

 

r
D
n
u
n
u
 

唱

4

n

L

熱水
浸出液

煎茶

H
竹

川

市

川

愉

tI+ 

榊

州

H
廿

掛

川

怖

件

付

加

柑

++朴

++ ++ 
側tI+

0.C057 

0.0115 

0.0沼O

0.0157 

0.0315 

0.0629 

5% 

10.% 

2074 

++ 
ffi+ 

柵t

榊

山

閉

剛

愉

++ 
tI+ 

川

市

掛

川

愉

H
門

川

前

川

愉

+特

例

0.0129 

0.0257 

0.0515 

川

m
掛

川

附

川
畑

山
愉

H
廿

川

閉

山

附

川
市
川
愉

村

山

開

川

附

H
円

山

閉

山

柑

H
廿

掛

川

市

川
市

H
廿

川

附

川

附

村

山

情

榊

H
竹

村

川

前

件

付

川

市

件

付

桝

竹

村

川

附

0.0355 

0.0710 I 
0.00'76 I 

0.0お5I 

0.0160 

0.0320 

0.0642 

574 

10'6 

20% 

冷水
浸出液

水
被出
勲
浸

同

番茶

問

切

削

574 

10，.; 
20u 

冷。水

浸出液同

5% 

10ガ

20;1'; 

紅茶

村

山

市

川
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山
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山
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川

市

川

前

H
円

H
門

川

前

件

付

川

情

仲

村

川

相

0∞31 
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0.0125 

側

側

側
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冷¥水
浸出液同

一
丸
五
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一
九
犬

の
は
生
育
、
色
素
生
成
共
に
熱
水
の
場
合
よ
り
も
良
癖
で
あ
っ
て
、
茶
の
種
類
に
就
て
は
熱
水
、
冷
水
共
衣
煎
茶
が
特
に
抑
制
作
用
を
有
し

て
ゐ
る
。

タ
ン
ユ
ン
合
量
に
耽
て
見
れ
ば
全
く
生
育
し
た
い
場
合
の
最
小
限
度
は

0
・
0
0
六
五

g
で
あ
る
が
約
0
・
0
0
二
g
限
度
に
至
れ
ば
生
育

が
寄
せ
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
テ
イ
ン
合
設
の
故
小
限
度
は
0
・
0
0五
一
一
で
あ
っ
て
之
以
下
の
含
量
に
て
は
何
れ
も
生
育
ぞ
示
し
て
ゐ
る
。

一
、
酵
母
に
封
す
る
影
響

昨
母
に
就
て
行
へ
る
結
果
を
示
せ
ば
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。

熱
広
及
び
冷
水
皮
肉
液
共
に
枯
草
菌
‘
ア
ゾ
ト
パ
タ
タ
l
の
場
合
と
異
り
、
加
へ
た
る
且
阜
の
増
加
に
供
ひ
生
育
も
亦
促
準
苧
b
れ
て
ゐ
る

熱
水
浸
出
演
に
就
て
見
れ
ば
何
れ
も
二

O
M加
へ
た
る
も
の
が
最
も
生
育
良
好
で
一

O
U胃
、
五
%
の
順
に
弐
第
に
劣
っ
て
ゐ
る
。
然
し
五

dw加
へ
た
る
も
の
に
於
て
も
向
標
準
に
比
較
す
れ
ば
煎
茶
の
略
同
様
な
る
を
除
け
ば
明
か
に
良
好
な
る
生
宮
内
を
示
し
て
ゐ
る
。

冷
水
浸
出
演
に
於
て
は
熱
水
浸
問
液
と
阿
様
た
る
傾
向
を
示
し
、
生
育
の
程
度
に
就
て
も
嗣
警
な
る
落
田
持
は
認
め
ら
れ
な
い
。

茶
の
種
類
に
就
て
は
熱
水
及
び
冷
水
浸
出
液
共
に
玉
露
最
も
よ
く
其
他
に
於
て
は
紅
茶
が
梢
劣
る
如
く
で
あ
る
。

加
へ
た
る
タ
ン
ユ
シ
の
故
大
景
は

0
・
一
三
一
五

g
、
テ
イ
ン
は

0
・
0
丘
一
五

g
で
あ
っ

τ向
何
れ
も
生
育
を
促
進
す
る
鋪
向
を
示
し
て

ゐ
る
。

問
、
ア
ス
ベ
ル
ヂ
ラ
ス
、

ユ
ガ
ー
に
及
は
す
影
響

ア
ス
ベ
ル
ヂ
ラ
ス
、

-
一
ガ
ー
に
就
て
行
っ
た
結
凶
取
を
示
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。



アスペルヂヲスユガーに及怯す影響

品T ~ y I 調査日数
業省及浸州法 鞘草1205警告的支払!

|活基申、瓦長刷、完);!l 日 4 日 5 日
ト一一一一 一一 一一一---一一 一一l 一一一 ーー
標 準 一 一 一 + +州側 |州側 J

玉露警d
10~.; I o.句99 0.0207 I ++ ++ I !ffI !ffI 州側
釦~.; I 0.0'799 0.0415 I + + I ++ ++ 榊榊

冷削機水 5，，; I 0舗 1I 0∞回 榊朴 柵紛 |柵州
1似 0.01Z3' 0.0117 I州掛州側側州
mμ I 0四45 0.0235 州側柵柵州側

腕私語版 O峨 0.0ω8 州特州側州側

10;，:; I 0αi71 0.019'1 I +付制 !ffI !ffI 捌!ffI

釦%I 0.1342 I 0.0395 I ++特榊付柵掛 !
同 浸冷出液水 5.?.; I 0・01日 0.0日5 榊州 州側 1 !ffI柵

10% I o.回08I 0.0090 榊榊柵柵州側
20;，，; I 0団 η 0.0180 州側 !ffI1I* 1 1I*1I軸 ;

番茶私語 5" I 0.0178 I 0.0116 州側 柵柵 州側
10，.; 0.03!お 0.0232 州側 11*柵 11*柵 h

20;'6 0.0'713 I 0.0465 I + +仲村榊州

冷浸剛水被 5% I O.∞48 I 0α)62 I +++ +++ I lIII 11* 州 柵
105'6 0.0096 I 0.0125 I 11* lf仏側11*柵柵
20.?.; 0瓜91I 0・回日州側 州側 柵11*r 

紅茶苦闘事 5% i 0.0141 I 0∞飴榊榊 柵柵 州柵
10.?五 O但82I 00172 榊柵柵併!ffIttIt 

却';!6 ， 0.0564 I O.田45I + + ω++ 骨量 榊 E ・.

同 言陶器 5% | 0附 O峨 4 竹村 側附 州側

向 I ~∞16 I 0側 7 榊榊他州 |州側
防 I 0.0032 I 0.0094 榊掛州側 |州側

第 四 表
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茶
の
微
生
物
象
的
研
究
門
第
一
J

報パ)

一
九
八

以
よ
の
熱
水
浸
出
液
b
E
加
へ
た
る
も
の
に
就
て
見
れ
ば
五
%
最
も
良
く
、

一
O
d
m
、
二
O
u
m
の
順
に
生
育
が
抑
制
せ
ら
れ
る
。

五
必
及
び
一
o
d
m
は
何
れ
も
標
準
よ
り
良
好
な
る
生
育
を
示
す
も
二
O
%
に
至
れ
ば
梢
劣
る
如
く
で
あ
る
e

冷
水
浸
出
液
に
就
て
は
五
%
、

一
O
u
m
及
び
ニ
。
%
加
へ
た
る
も
の
L
聞
に
は
編
著
な
み
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
が
何
れ
も
標
準
よ
り
は

良
好
な
る
生
省
円
を
示
し
て
ゐ
る
。

冷
水
浸
出
液
に
よ
る
影
響
を
熱
水
浸
出
液
の
場
合
と
比
較
す
る
に
、
前
容
は
共
加
へ
た
る
量
の
多
い
時
に
於
て
常
に
熱
水
浸
出
液
に
優
つ

て
ゐ
る
。
之
は
其
タ
シ
ュ
ン
及
び
テ
イ
ン
の
含
量
の
差
異
よ
り
容
易
に
諒
解
し
得
ら
れ
る
。

茶
の
荷
額
に
就
て
は
熱
水
及
び
冷
水
浸
出
液
共
に
顕
著
な
る
業
異
を
認
め
難
い
e

加
九
た
る
タ
ン
ュ
ン
の
最
大
量
は

0
・
一
三
凶
二

g
で
あ
っ
て
、

此
の
場
合
に
於
て
も
尚
生
育
は
す
る
の
で
あ
る
が
、
大
開
タ
シ
ュ
ン
含

量
が

0
・
0
七
g
以
上
に
至
れ
ば
生
育
が
寄
せ
ら
れ
る
如
〈
で
あ
る
。
テ
イ
シ
の
最
大
合
量
は

0
・
0
凶
六
百

g
で
あ
る
a

五
、
土
壌
微
生
物
の
抵
抗
性
に
就
て

以
上
問
種
の
測
定
に
於
て
刷
ひ
た
る
四
種
の
微
生
物
中
、
最
も
抵
抗
力
の
弱
き
も
の
は
ア
ゾ
ト
バ
ク
タ
ー
で
あ
っ
て
、
枯
草
菌
、
ア
ス
ペ

ル
ヂ
ラ
ス

・
=
ガ
1
の
順
に
強
く
、

酵
母
に
於
て
は
反
っ
て
茶
の
浸
出
液
の
量
と
共
に

(
著
者
等
の
行
へ
る
範
囲
に
於
て
)
生
育
を
促
進

さ
れ
る
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
正
確
に
は
決
定
し
縛
な
か
っ
た
の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
ア
ゾ
ト
バ
ク
タ
1
の
生
育
の
全
く
凪
寄
せ
ら
れ

ら
最
小
限
度
は
た
鴨

0
・
0
0六
阜
で
あ
り
枯
草
菌
は

0
・
0
五
七
三

g
で
あ
る
。
ア
ス
ペ
ル
ヂ
ラ
ス
・
-一ガ
1
は
六
時
0
・
0
七
g
以
上
に
至

れ
ば
・
少
し
く
生
宙
開
が
害
せ
ら
る
L
も
、
酵
母
に
て
は

0
・
一
三
一
五

g
に
至
る
も
未
だ
生
育
を
侭
進
さ
れ
る
如
き
結
果
生
示
し
て
ゐ
る
。

茶
の
浸
出
液
が
生
育
を
促
進
す
る
却
営
鋪
晴
山
崎
僻
母
以
外
の
も
の
に
於
て
丘
、

加
へ
た
る
茶
の
浸
出
液
の
少
量
走
る
場
合
に
僅
か
に
認
め



る
事
が
出
来
る
。

、J
a-z 

酵
母
が
茶
の
浸
出
液
に
よ
り
反
っ
て
生
育
を
促
進
さ
れ
る
事
は
或
は
旨

g
p
g巴
民
〈
の
報
告
せ
る
如
く
テ
イ
ン
に
よ
る
刺
戟
と
も
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
著
者
等
の
結
果
に
よ
れ
ば
土
壇
微
生
物
に
封
す
る
茶
の
生
育
抑
制
力
は
テ
イ
ン
よ
り
も
寧
ろ
タ
シ
=
シ
に
よ
り
左

右
せ
ら
る
L
如
く
推
察
さ
れ
る
・

線

4舌

(
1
v
 
玉
露
、
煎
茶
、
番
茶
及
び
紅
茶
の
熱
水
及
び
冷
水
浸
出
液
を
作
り
培
養
基
に
加
へ
て
枯
背
中
菌
、
ア
ゾ
ト
パ
タ
タ
1
、
酵
母
及
び
ア

ス
ペ
ル
ヂ
ラ
ス
・
ュ
ガ
1
の
生
古
聞
に
及
品
悼
す
影
響
を
調
官
官
せ
り
。

(

2

)

 

浸
出
液
の
影
響
は
明
確
に
は
決
定
し
難
い
が
大
開
タ
ン
ユ
シ
含
量
と
平
行
的
閥
係
を
有
す
る
如
し
。

〈

3
)
茶
の
種
鮪
に
就
て
は
煎
茶
が
訟
も
強
含
抑
制
力
を
有
す
る
如
く
で
あ
る
が
顕
著
た
る
義
異
は
認
め
ら
れ
歩
。

〈

4
V

貰
験
に
用
ひ
た
る
土
壌
微
生
物
中
に
て
は
、
ア
グ
ト
バ
ク
タ
ー
が
最
も
抵
抗
力
弱
く
、
枯
草
菌
之
に
弐
ぎ
、

ア
ス
ペ
ル
ヂ
ラ
ス
・

ニ
ガ
ー
は
浪
度
高
き
際
梢
生
育
を
阻
害
せ
ら
る
A
も
醇
母
は
湿
度
の
増
加
に
仲
ひ
反
っ
て
侭
進
せ
ら
れ
て
貯
既
成
品
た
る
生
育
を
示
し
た
。
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